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【目的】新人看護師が、大学での基礎教育課程から臨床現場に適応する中で、様々な困難
に直面し、時には離職にまで及ぶことが問題視されている。しかし、臨床現場に適応する
中での問題や解決方法を示唆した研究は希少である。新人看護師が、臨床での現実の世界
で悩む一番の原因は何かを調査し、どのような対処をして乗り越える努力をしているのか
をナラティヴ・アプローチによって把握し、対象者の語りを記述し、大学での基礎教育課
程を卒業した新人看護師に必要な支援を検討することを目的とした。当初の目的の内、今
回は、「臨床において楽しいこと」について検討する。  
【方法】１．研究対象者 本大学を 2016 年 3 月に卒業し、Ａ病院に就職した看護師３名。 
２．データ収集方法 インタビューガイドを用いて、「臨床において楽しいこと」「職場の
ルール・新人看護師としての役割を含む職場の人間関係について」「臨床に出てつらいこと」
「困難な体験の経過や受け止め方」「困難な場面での対処方法」「新人看護師の生活や人生
について」６項目について語ってもらった。さらに、面接中に思い出したことは、どのよ
うなことでも自由に語ってもらった。1 名につき、約 60 分間の面接を行い、対象者の同意
を得て IC レコーダーに録音した。３．分析方法 ①録音データから逐語録を作成しデータ
とする。②逐語録を意味ある内容ごとに切片化し、言葉の意味を損なわない程度の表現に
コード化する。③コード化された内容から、「臨床において楽しいこと」の部分を抜き出す
④抜き出したコードを類似性と相違性により種別化する。⑤類別されたコードの塊の特性
を明らかにしてサブカテゴリ―を抽出し、さらにカテゴリー間で類似性と相違性を類別し
てカテゴリーを抽出する。⑥カテゴリー間の関連性を検討する。データ分析の妥当性を確
保するため、質的研究を専門とする研究者にスーパーバイズを受けつつ行った。今回は「臨
床において楽しいこと」のみの分析とする。  
【結果】新人看護師が、臨床での現実の世界で悩む一番の原因は何かを調査し、どのよう
な対処をして乗り越える努力をしているのかをナラティヴ・アプローチによって把握し、
対象者の語りを記述し大学での基礎教育課程を卒業した新人看護師に必要な支援を検討す
ることを目的として調査した。当初の目的の内、今回は、「臨床において楽しいこと」につ
いて検討した結果を報告する。2016 年 3 月に卒業し、Ａ病院に就職した新人看護師３名の
「臨床において楽しいこと」について語ってもらった結果、８のカテゴリーを抽出した。
新人看護師は臨床において楽しいこととして感じている中で、【できることが増えてきた
喜び】を体験していた。新人看護師は就職後できなかったこと・わからないことがたくさ
んあるが、検査前後の看護が見れるなど【こなせるようになってきた自分】に感じ始めた
り、【患者のことをちゃんと考えられる】自分を認識していた。さらに【責任をもって仕
事をやれるようになった】と自覚していた。また、【先輩はみんな優しい】という認識を
持っている。先輩たちは自分を【褒めてくれる】体験をしていた。また、【先輩が仕事を
教えてくれる】ことは楽しさにつながり、【意地悪されることがない】ことは、臨床が楽
しいという結果につながっていた。  
【考察】新人看護師は、大学教育から臨床に適応する中で、環境が大きく変化し、同級生
ばかりでなく先輩方の指導の下成長していく。そのような状況の中で、「臨床が楽しい」と
感じる要因の大きな影響を及ぼしているものは先輩との人間関係であり、自分自身の仕事
を実践できるようになったという実感であることが分かった。  
